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一
は
じ
め
に
　
関
西
大
学
博
物
館
が
所
蔵
す
る
古
墳
時
代
の
資
料
に
、「
伝
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
出
土
」
と
注
記
し
た
遺
物
が
三
十
一
点
あ
り
、
ま
た
、「
大
阪
府
百
舌
鳥
村
」
と
同
様
の
地
名
を
記
し
た
遺
物
が
四
三
点
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
古
墳
時
代
の
遺
物
資
料
は
本
来
、
一
括
し
て
本
学
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
と
考
え 
る 
。
　
①
　
こ
れ
ら
の
資
料
が
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
本
学
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
資
料
の
出
土
地
点
（
古
墳
）
お
よ
び
出
土
状
況
に
関
し
て
も
全
く
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
在
で
は
確
認
で
き
な
い
。
本
学
博
物
館
の
所
蔵
資
料
を
所
収
す
る
『
本
山
考
古
室
要
録
』（
末
永　
一
九
三
五
）
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
の
記
載
は
一
切
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
出
土
地
・
出
土
状
況
・
来
歴
に
関
し
て
小
稿
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
し
か
し
、
資
料
自
体
の
内
容
、
例
え
ば
資
料
の
種
類
や
法
量
、
各
資
料
の
持
つ
性
格
に
つ
い
て
は
観
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
今
回
、「
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
出
土
」
の
資 
料 
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
を
与
え
　
②
ら
れ
た
の
で
、
小
稿
に
お
い
て
資
料
内
容
を
紹
介
し
、
観
察
結
果
を
報
告
す
る
。
二
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
出
土
資
料
　
小
稿
で
対
象
と
す
る
資
料
の
総
数
は
七
四
点
で
あ
る
。
資
料
の
大
半
は
金
銅
装
の
馬
具
（
破
片
）
が
占
め
て
お 
り 
、
そ
の
他
に
鉄
製
刀
子
が
四
点
混
じ
っ
て
い
る
。
馬
　
③
具
の
多
く
は
破
損
し
て
お
り
、
完
形
の
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
、
馬
具
の
破
片
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
種
類
を
識
別
で
き
な
い
破
片
も
存
在
す 
る 
。
　
④
　
一
方
、
鉄
製
刀
子
の
遺
存
状
況
は
比
較
的
良
好
で
、
鞘
お
よ
び
柄
の
一
部
で
あ
る
木
質
や
布
状
有
機
物
の
付
着
が
認
め
ら
れ 
た 
。
　
⑤
　
以
下
、
実
測
図
の
番
号
に
従
っ
て
、
各
資
料
の
内
容
を
詳
し
く
述
べ
て
い
く
。
　
（
１
）　
馬
具
　
　
銜
（
１
）
　
１
の
銜
は
青
銅
製
で
、
銜
の
全
幅
は
三
〇
・
〇
セ
ン
チ
、
一
五
・
六
セ
ン
チ
と
一
六
・
四
セ
ン
チ
の
長
さ
の
異
な
る
二
条
の
鉄
棒
を
円
環
に
よ
っ
て
結
合
し
て
い
る
。
こ
の
銜
の
鉄
棒
の
断
面
は
ほ
ぼ
円
形
で
、
直
径
一
・
一
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
二
条
に
分
か
れ
た
双
方
と
も
中
央
付
近
で
は
直
径
を
減
じ
、
両
端
の
円
環
付
近
で
や
や
肥
大
す
る
。
二
条
に
分
か
れ
た
銜
を
繋
ぐ
円
環
の
直
径
は
、
一
方
が
三
・
五
セ
ン
チ
前
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一
一
五
資
料
紹
介
―
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
「
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
出
土
」
資
料
―
渋　
谷　
綾　
子
後
、
そ
れ
に
直
交
し
て
取
り
付
く
他
方
の
円
環
が
二
・
〇
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
　
銜
先
環
は
直
径
が
五
・
八
セ
ン
チ
と
七
・
七
セ
ン
チ
で
、
後
者
の
先
環
と
鉄
棒
が
交
わ
る
箇
所
に
は
布
状
有
機
物
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。
先
環
と
鉄
棒
と
の
交
点
に
布
を
巻
い
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ 
る 
。
資
料
の
銹
化
は
ほ
と
ん
ど
進
行
し
て
お
ら
ず
、
　
⑥
ま
た
白
色
塗
料
に
よ
り
「
三
三
四
」
と
番
号
を
注
記
し
て
い 
た 
。
　
⑦
　
金
銅
装
の
轡
の
所
有
は
、
階
層
的
に
優
位
に
あ
る
者
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
（
尼
子　
一
九
九
七
）。
し
た
が
っ
て
、
１
の
銜
が
青
銅
製
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
考
え
る
。
　
　
雲
珠
（
２
〜
４
、
６
・
７
）
　
２
は
鉄
地
金
銅
張
、
円
形
無
脚
の
背
の
低
い
雲
珠
で
あ
る
。
復
原
し
た
法
量
は
、
直
径
八
・
八
セ
ン
チ
前
後
、
高
さ
は
一
・
九
セ
ン
チ
前
後
、
厚
さ
の
最
大
が
〇
・
七
セ
ン
チ
、
最
小
が
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
金
銅
は
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
て
い
る
。
　
周
縁
鍔
状
の
平
坦
部
に
は
、
鋲
が
現
状
で
は
五
本
、
ほ
ぼ
一
・
五
セ
ン
チ
間
隔
で
打
た
れ
て
い
る
。
鋲
の
上
部
が
遺
存
す
る
の
は
三
本
で
、
う
ち
二
本
は
下
部
が
欠
損
す
る
。
残
り
の
二
本
の
鋲
は
痕
跡
を
と
ど
め
る
だ
け
で
、
う
ち
一
本
は
下
部
が
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
鋲
も
直
径
は
〇
・
九
セ
ン
チ
で
、
長
さ
は
一
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
雲
珠
の
内
面
は
銹
化
が
著
し
い
が
、
端
部
に
整
形
が
認
め
ら
れ 
る 
。
一
方
、
　
⑧
外
面
は
銹
化
に
よ
り
ゆ
が
み
を
生
じ
て
い 
る 
。
　
⑨
　
３
は
鉄
地
金
銅
張
で
半
球
形
を
呈
し
、
下
辺
に
四
条
の
凹
線
飾
り
を
廻
ら
す
雲
珠
で
あ
る
。
復
原
し
た
法
量
は
、
半
球
体
の
直
径
が
一
〇
・
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
は
三
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
の
最
大
が
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
本
来
は
八
脚
を
張
り
出
し
た
形
態
で
あ
る
が
、
三
脚
の
み
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
脚
部
の
鋲
で
完
全
な
も
の
は
一
本
の
み
で
あ
る
。
脚
は
幅
が
二
・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
り
、
直
径
一
・
一
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
七
セ
ン
チ
前
後
の
鋲
が
各
脚
部
に
一
箇
ず
つ
打
た
れ
て
い
る
。
雲
珠
の
内
側
は
銹
化
が
著
し
く
、
ま
た
中
央
部
分
が
大
き
く
破
損
し
て
い
る
た
め
、
中
央
部
の
様
相
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
　
４
は
鉄
地
金
銅
張
で
半
球
形
を
呈
し
て
お
り
、
下
辺
に
三
条
の
凹
線
飾
り
を
廻
ら
す
雲
珠
で
あ
る
。
法
量
は
半
球
体
の
直
径
が
五
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
は
二
・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
半
球
体
の
中
央
部
に
は
、
上
部
の
欠
損
し
た
長
さ
一
・
一
セ
ン
チ
の
鋲
が
一
箇
打
た
れ
て
い 
る 
。
本
来
は
脚
を
張
り
出
し
た
　
⑩
形
態
で
あ
る
が
全
て
欠
失
し
て
お
り
、
一
脚
の
み
基
部
を
残
し
て
い
る
。
遺
存
し
た
脚
部
か
ら
、
脚
の
幅
は
二
・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
と
考
え
る
。
内
側
は
銹
化
が
著
し
い
。
　
６
は
鉄
地
金
銅
張
、
二
段
に
構
成
す
る
雲
珠
の
伏
鉢
部
分
で
あ
る
。
法
量
は
径
六
・
二
セ
ン
チ
、
現
存
高
二
・
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
前
後
で
、
脚
は
全
て
欠
失
し
、
痕
跡
の
み
を
残
し
て
い
る
。
金
銅
は
ほ
ぼ
剥
落
し
て
お
り
、
内
面
の
銹
化
も
著
し
い
。
　
７
は
鉄
地
金
銅
張
雲
珠
で
、
半
球
部
と
周
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。
半
球
体
の
法
量
は
径
（
復
原
）
約
八
・
三
セ
ン
チ
、
現
存
高
二
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
脚
部
は
一
脚
の
痕
跡
を
残
す
が
、
全
て
欠
失
し
て
い
る
。
金
銅
は
ほ
ぼ
剥
落
し
て
お
り
、
内
面
の
銹
化
も
著
し
い
。
　
　
飾
金
具
（
５
、
８
〜　
）
１５
　
５
お
よ
び
８
か
ら　
の
計
九
点
は
鉄
地
金
銅
張
飾
金
具
で
、
こ
の
う
ち
、
５
お
よ
１５
び
８
か
ら　
の
六
点
は
長
方
形
飾
金
具
で
あ
る
。
１２
　
５
の
法
量
は
長
さ
五
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
二
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
一
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
長
方
形
の
ほ
ぼ
中
央
に
半
球
状
の
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
、
四
隅
に
直
径
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一
一
六
〇
・
七
セ
ン
チ
前
後
、
長
さ
〇
・
九
セ
ン
チ
の
鋲
を
打
っ
て
い
る
。
鋲
は
四
本
中
三
本
が
下
部
を
欠
失
す
る
。
５
の
内
面
に
は
ご
く
一
部
に
木
質
が
付
着
し
て
い
る
。
　
８
は
長
さ
三
・
八
セ
ン
チ
、
幅
二
・
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
長
方
形
の
ほ
ぼ
中
央
に
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
、
四
隅
に
鋲
を
四
本
打
ち
、
端
部
を
整
形
し
て
い
る
。
５
の
飾
金
具
と
は
中
央
部
の
ふ
く
ら
み
の
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
。
鋲
は
径
〇
・
三
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
の
も
の
で
、
一
鋲
は
孔
の
状
態
で
あ
り
、
他
の
二
本
は
上
部
あ
る
い
は
下
部
を
欠
い
て
い
る
。
鋲
の
位
置
・
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
８
の
内
面
は
中
央
部
を
除
い
て
、
一
面
に
布
状
有
機
物
が
遺
存
す
る
。
　
９
は
一
部
破
損
し
て
い
る
が
、
現
存
す
る
法
量
は
長
さ
三
・
六
セ
ン
チ
、
幅
二
・
六
セ
ン
チ
、
高
さ
〇
・
九
セ
ン
チ
で
あ
る
。
中
央
部
に
８
と
同
じ
形
状
の
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
、
一
方
の
端
部
に
は
責
金
具
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。
現
状
で
は
二
箇
所
に
径
〇
・
七
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
を
打
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
対
称
の
位
置
に
四
本
の
鋲
が
打
た
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
９
の
内
面
に
は
、
部
分
的
に
布
状
有
機
物
が
遺
存
し
て
い
る
。
　
　
も
同
じ
く
一
部
を
破
損
し
て
い
る
。　
は
長
さ
四
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
一
セ
１０
１０
ン
チ
、
高
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
の
飾
金
具
で
あ
る
。
鋲
は
二
本
遺
存
し
て
お
り
、
径
〇
・
八
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
八
セ
ン
チ
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
は
四
本
打
た
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
端
部
に
は
責
金
具
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る　　　
 
。
内
面
に
は
、
９
と
同
様
に
布
状
有
機
物
が
遺
存
し
て
い
る
。
　
　
は
完
形
の
飾
金
具
で
あ
る
。
長
さ
五
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
二
セ
ン
チ
、
高
さ
１１
〇
・
七
セ
ン
チ
で
、
鋲
を
四
隅
と
中
央
部
の
ふ
く
ら
み
の
両
側
二
箇
所
、
計
六
箇
所
に
打
っ
て
い
る
。
鋲
は
径
〇
・
三
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
の
も
の
で
あ
り
、
位
置
や
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
内
面
に
は
布
状
有
機
物
が
ほ
ぼ
一
面
に
残
っ
て
い
る
。
　
　
は
ご
く
一
部
を
欠
い
て
い
る
。　
と
同
様
、
六
箇
所
に
鋲
を
打
つ
。
全
体
の
法
１２
１１
量
は
長
さ
五
・
六
セ
ン
チ
、
幅
二
・
一
セ
ン
チ
、
高
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
で
あ
り
、
鋲
は
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鋲
は
六
本
の
う
ち
二
本
が
完
全
に
残
る
。
内
面
に
は
、
中
央
部
の
ふ
く
ら
み
付
近
に
一
部
布
状
有
機
物
が
遺
存
し
て
い
る
。
　
　
は
方
形
飾
金
具
で
あ
り
、
法
量
は
長
さ
が
縦
二
・
九
セ
ン
チ
、
横
三
・
二
セ
ン
１３
チ
、
高
さ
一
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
九
セ
ン
チ
の
鋲
が
四
隅
に
四
本
打
た
れ
て
お
り
、
中
央
に
方
形
の
孔
を
穿
つ　　　
 
。
鋲
の
位
置
は
ほ
ぼ
対
称
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鋲
は
四
本
の
う
ち
二
本
が
上
部
を
欠
い
て
い
る
。
内
側
の
整
形
は
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
端
部
の
整
形
は
確
認
で
き
た
。
　
　
は
長
さ
三
・
三
セ
ン
チ
、
幅
二
・
七
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
五
セ
ン
チ
の
革
先
金
１４
具
で
あ
る
。
三
箇
所
に
径
〇
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
を
三
本
打
つ
。
こ
の
う
ち
一
本
は
痕
跡
を
と
ど
め
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
鋲
の
位
置
・
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
内
側
の
整
形
は　
同
様
、
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
１４
　
　
は
ほ
ぼ
完
形
の
円
形
飾
金
具
で
あ
る
。
径
四
・
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
八
セ
ン
１５
チ
で
、
中
央
に
径
〇
・
九
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
を
一
本
打
つ
。
内
側
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
釣
金
具
（　
）
１６
　
　
は
釣
金
具
で
あ
る
。
類
例
と
し
て
、
大
阪
府
茨
木
市
南
塚
古
墳
の
ハ
ー
ト
形
杏
１６
葉
の
釣
金
具
（
日
本
馬
具
大
鑑
編
集
委
員
会　
一
九
九
二
）
が
あ
る
。　
の
資
料
が
１６
本
稿
で
紹
介
す
る
ハ
ー
ト
形
杏
葉　
の
釣
金
具
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
法
量
４２
は
長
さ
二
・
八
セ
ン
チ
、
幅
五
・
〇
セ
ン
チ
で
、
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
七
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一
一
七
セ
ン
チ
の
鋲
を
全
部
で
十
本
、
各
五
本
ず
つ
両
側
に
打
つ
。
鋲
の
位
置
・
間
隔
は
左
右
両
側
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
　
　
辻
金
具
（　
〜　
、　
〜　
、　
・　
）
１７
２５
２７
３８
５５
５６
　
　
か
ら　
、　
か
ら　
、　
・　
の
計
二
十
三
点
は
鉄
地
金
銅
張
辻
金
具
（
破
１７
２５
２７
３８
５５
５６
片
）
で
あ
る
。
　
　
は
半
球
体
と
五
鋲
の
四
脚
か
ら
な
る
。
脚
部
は
四
脚
の
う
ち
一
脚
を
欠
い
て
い
１７
る
。
脚
部
を
含
め
た
長
さ
は
九
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
り
、
高
さ
は
二
・
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
脚
の
付
け
根
に
は
そ
れ
ぞ
れ
刻
み
目
の
な
い
責
金
具
が
一
条
巻
か
れ
、
直
径
〇
・
四
セ
ン
チ
前
後
、
長
さ
一
・
〇
セ
ン
チ
の
鋲
を
五
本
打
っ
て
い
る
。
脚
の
幅
は
二
・
四
セ
ン
チ
で
、
脚
の
先
端
部
は
丸
み
を
帯
び
て
お
り
、
二
つ
に
分
か
れ
る
。
ま
た
、
内
面
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
は　
と
同
じ
形
態
を
呈
し
た
辻
金
具
で
あ
る
が
、
二
脚
が
破
損
し
て
い
る
。
脚
１８
１７
部
を
含
め
た
長
さ
は
八
・
七
セ
ン
チ
で
、
高
さ
は
一
・
六
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
脚
部
の
付
け
根
に
は　
と
同
じ
よ
う
に
、
刻
み
目
の
な
い
責
１７
金
具
を
一
条
巻
き
、
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
一
セ
ン
チ
の
鋲
を
五
本
打
っ
て
い
る
。
鋲
の
位
置
・
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
脚
の
幅
は
二
・
四
セ
ン
チ
で
、
脚
部
の
先
端
の
形
は　
と
同
じ
丸
み
を
帯
び
て
お
り
、
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
１７
内
側
は
銹
化
が
著
し
い
。
　
　
は
半
球
部
と
周
縁
鍔
状
の
平
坦
部
で
構
成
さ
れ
た
辻
金
具
の
破
片
で
あ
る
。
半
１９
球
部
の
径
は
復
原
す
る
と
約
四
・
五
セ
ン
チ
に
な
り
、
現
存
高
は
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
半
球
部
の
中
央
と
周
縁
部
に
は
、
径
〇
・
六
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
が
各
一
本
残
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
周
縁
部
は
ゆ
が
み
を
生
じ
て
お
り
、
内
面
の
整
形
も
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
辻
金
具
の
脚
部
で　　　
 
、
形
態
は
類
宝
珠
形
を
呈
す
る
。
現
存
す
る
長
さ
は
三
・
２０
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
三
・
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
脚
部
の
付
け
根
に
は
刻
み
目
の
な
い
責
金
具
を
一
条
巻
き
、
鋲
を
三
本
打
っ
て
い
る
。
こ
の
三
鋲
の
う
ち
一
本
は
花
形
頭
鋲
で
あ
る
が
、
三
本
と
も
径
〇
・
八
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
〇
セ
ン
チ
の
鋲
で
あ
る
。
　
　
は
半
球
部
と
三
鋲
の
四
脚
と
か
ら
な
る
が
、
三
脚
は
破
損
し
て
い
る
。
脚
部
を
２１
含
め
た
長
さ
は
復
原
す
る
と
、
約
八
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
半
球
部
の
直
径
は
四
・
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
が
一
・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
脚
の
付
け
根
に
は
鉄
地
金
銅
張
の
刻
み
目
の
な
い
責
金
具
が
二
条
巻
か
れ
、
直
径
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
の
鋲
を
打
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
鋲
は
上
下
と
も
破
損
し
て
お
り
、
痕
跡
の
み
残
る
。
脚
の
幅
は
二
・
三
セ
ン
チ
で
、
そ
の
形
態
は
蓮
弁
状
を
呈
し
て
い
る
。
内
面
の
整
形
は
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
径
四
・
四
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
の
半
球
部
２２
と
三
鋲
の
脚
か
ら
な
る
。
脚
を
含
め
た
長
さ
は
復
原
す
る
と
八
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
脚
は
本
来
四
脚
あ
っ
た
が
、
現
状
で
は
一
脚
の
み
残
っ
て
い
る
。
脚
の
形
は
半
円
形
で
、
脚
の
付
け
根
に
責
金
具
を
二
条
巻
い
た
痕
跡
が
残
る
。
ま
た
、
鋲
は
径
〇
・
五
セ
ン
チ
の
も
の
で
、
い
ず
れ
の
鋲
も
上
下
を
欠
い
て
い
る
。
　
　
は
半
球
部
の
み
の
破
片
で
あ
る
。
径
は
約
三
・
九
セ
ン
チ
で
、
現
状
の
高
さ
は
２３
一
・
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
中
央
に
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
現
存
長
〇
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
を
打
つ
。
　
　
は
半
球
部
と
周
縁
部
の
一
部
か
ら
な
る
破
片
で
あ
る
。
半
球
部
は
径
三
・
〇
セ
２４
ン
チ
で
厚
さ
は
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
内
面
の
整
形
は
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
径
三
・
五
セ
ン
チ
の
半
球
部
と
三
鋲
の
類
宝
珠
形
脚
四
脚
か
ら
な
る
。
脚
を
２５
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一
一
八
含
め
た
長
さ
は
八
・
一
セ
ン
チ
で
、
高
さ
は
二
・
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
本
来
の
形
態
は
四
脚
を
も
つ
が
、
現
状
で
は
一
脚
を
欠
い
た
三
脚
で
あ
る
。
う
ち
一
脚
の
付
け
根
に
は
責
金
具
を
巻
い
て
い
た
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
、
他
の
二
脚
に
は
痕
跡
は
な
か
っ
た
。
ま
た
鋲
は
直
径
〇
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鋲
の
位
置
は
対
称
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
各
鋲
の
間
隔
も
異
な
っ
て
い
る
。
内
面
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
半
球
部
と
周
縁
部
の
一
部
か
ら
な
る
。
半
球
部
は
復
原
す
る
と
、
径
五
・
〇
２７
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
現
存
す
る
周
縁
部
に
は
鋲
を
一
本
打
っ
た
痕
跡
が
残
る
。
鋲
の
現
状
は
上
部
を
欠
い
て
お
り
、
径
は
〇
・
二
五
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
内
面
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
か
ら　
は
辻
金
具
の
半
球
部
片
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
央
に
一
本
鋲
を
打
っ
て
２８
３７
お
り
、
二
段
で
構
成
さ
れ
る
。
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る　　　
 
が
、
脚
部
の
痕
跡
を
残
す
も
の
も
あ
る
。
内
面
の
整
形
は
い
ず
れ
も
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
径
三
・
六
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
、
２８
中
央
に
径
〇
・
八
セ
ン
チ
、
長
さ
（
現
存
）
〇
・
七
セ
ン
チ
の
鋲
を
打
つ
。
鋲
は
下
部
を
欠
い
て
い
る
。
　
　
は
径
三
・
六
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
、
２９
中
央
の
鋲
は
径
〇
・
九
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鋲
は
完
全
な
形
で
残
る
。
　
　
は
径
三
・
四
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
、
３０
中
央
の
鋲
は
径
〇
・
八
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鋲
は
先
端
部
が
欠
け
て
い
る
。
　
　
は
径
三
・
二
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
四
セ
ン
チ
で
、
鋲
は
径
〇
・
九
セ
ン
チ
、
長
３１
さ
一
・
二
セ
ン
チ
の
花
形
頭
鋲
で
あ
る
。
半
球
部
・
鋲
と
も
に
ほ
ぼ
半
分
を
破
損
し
て
い
る
。
銹
化
が
著
し
い
が
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
と
考
え
る
。
　
　
は
径
三
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
中
央
の
鋲
は
径
一
・
一
３２
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
三
セ
ン
チ
の
花
形
頭
鋲
で
あ
る
。
著
し
い
銹
化
に
よ
り
厚
さ
は
推
定
で
あ
る
が
、
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
と
考
え
る
。　
の
辻
金
具
と
形
態
は
類
似
し
３１
て
い
る
。
　
　
は
径
三
・
六
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
六
セ
ン
チ
で
、
中
央
の
鋲
は
径
〇
・
九
セ
ン
３３
チ
、
長
さ
一
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鋲
は
上
下
二
つ
に
大
き
く
割
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
半
球
部
に
は
脚
部
の
痕
跡
が
一
箇
所
残
っ
て
い
る
。
半
球
部
の
厚
さ
は
〇
・
六
セ
ン
チ
前
後
で
、
他
の
も
の
と
比
べ
て
厚
い　　　
 
。
　
　
は
径
三
・
四
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
３４
り
、
上
面
が
大
き
く
破
損
し
て
い
る
。
中
央
の
鋲
は
上
部
を
欠
い
て
お
り
、
現
状
で
は
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
二
箇
所
に
脚
部
の
痕
跡
を
残
し
て
お
り
、
ま
た
、
外
面
の
整
形
が
比
較
的
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
。
　
　
は
径
三
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
四
セ
ン
チ
で
あ
り
、
厚
さ
は
銹
化
の
た
め
推
３５
定
で
あ
る
が
、
半
球
部
の
先
端
の
厚
さ
よ
り
〇
・
二
セ
ン
チ
と
考
え
る
。
中
央
の
鋲
は
径
〇
・
九
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
二
セ
ン
チ
で
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
る
。
脚
部
の
痕
跡
が
一
箇
所
残
る
。
　
　
は
径
三
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
３６
中
央
の
鋲
は
上
部
を
欠
い
て
お
り
、
現
状
で
は
径
〇
・
三
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
金
銅
は
一
部
残
っ
て
い
る
。
　
　
は
径
三
・
六
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
３７
径
〇
・
八
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
三
セ
ン
チ
の
鋲
を
中
央
に
打
っ
て
お
り
、
鋲
は
完
全
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一
一
九
な
形
で
残
る
。
一
箇
所
に
脚
部
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
　
　
は
辻
金
具
の
半
球
部
と
周
縁
部
の
一
部
で
あ
る
。
現
存
す
る
法
量
は
長
さ
四
・
３８
四
セ
ン
チ
、
幅
三
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
半
球
部
は
ゆ
が
ん
で
い
る
。
端
部
の
整
形
は
確
認
で
き
る
が
、
内
面
の
整
形
は
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
周
縁
部
と
半
球
部
の
破
片
で
あ
る
。
資
料
が
断
片
で
あ
る
た
め
、
全
体
の
法
５５
量
は
復
原
で
き
な
い
。
半
球
部
は
長
さ
四
・
八
セ
ン
チ
、
幅
二
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
三
セ
ン
チ
で
あ
り
、
周
縁
部
に
は
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
が
五
本
打
た
れ
て
い
る
。
鋲
は
上
部
ま
た
は
下
部
を
欠
く
も
の
、
上
下
と
も
欠
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
鋲
の
位
置
・
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
内
側
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
半
球
部
の
一
部
で
あ
り
、　
と
同
様
に
全
体
の
法
量
は
復
原
で
き
な
い
。
現
５６
５５
状
は
長
さ
三
・
六
セ
ン
チ
、
幅
三
・
七
セ
ン
チ
で
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
内
側
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
杏
葉
（　
〜　
）
３９
４２
　
　
か
ら　
の
四
点
は
い
ず
れ
も
鉄
地
金
銅
張
杏
葉
の
破
片
で
あ
る
。
３９
４２
　
　
の
正
確
な
形
は
不
明
で
あ
る
。
現
存
す
る
長
さ
は
四
・
四
セ
ン
チ
、
幅
四
・
〇
３９
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
、
三
鋲
が
残
る
。
鋲
は
径
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
、
長
さ
は
〇
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
内
側
に
は
木
質
が
良
好
に
遺
存
し
て
お
り
、
端
部
の
整
形
が
確
認
で
き
る
。
　
　
は
鐘
形
杏
葉
で
あ
る
。
現
存
す
る
長
さ
は
六
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
が
〇
・
五
セ
４０
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
径
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
、
長
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
前
後
の
鋲
が
周
縁
に
打
た
れ
て
い
る
。
鋲
の
位
置
や
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
端
部
に
は
整
形
が
認
め
ら
れ
る
。
　
　
は　
と
同
様
に
全
体
の
形
が
不
明
で
あ
る
が
、
比
較
的
類
似
し
た
も
の
と
し
て
４１
３９
は
、
大
阪
府
茨
木
市
南
塚
古
墳
の
杏
葉
（
日
本
馬
具
大
鑑
編
集
委
員
会　
一
九
九
二
）
が
あ
る　　　
 
。
　
　
の
現
存
す
る
長
さ
は
五
・
八
セ
ン
チ
、
幅
四
・
九
セ
ン
チ
で
、
厚
さ
は
〇
・
四
４１
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
径
〇
・
二
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
六
セ
ン
チ
の
鋲
が
二
本
残
る
。
内
側
に
は
一
部
、
布
状
有
機
物
が
付
着
し
て
い
る
。
　
　
は
ハ
ー
ト
形
杏
葉
で
あ
る
。
現
存
す
る
長
さ
は
五
・
九
セ
ン
チ
で
、
三
本
の
鋲
４２
が
残
る
。
鋲
は
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
で
、
三
本
全
て
上
部
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
一
本
に
は
下
部
が
残
る
。
内
側
の
整
形
は
銹
化
で
不
明
で
あ
る
。
　
　
鐙
（　
〜　
）
４３
４９
　
　
か
ら　
の
七
点
は
金
銅
装
琵
琶
形
木
製
壺
鐙
の
飾
金
具
（
破
片
）
で
あ
り
、
こ
４３
４９
の
う
ち
、　
か
ら　
の
内
面
に
は
木
質
が
遺
存
す
る　　　
 
。
４６
４９
　
　
は
全
体
が
長
さ
五
・
九
セ
ン
チ
、
幅
二
・
九
セ
ン
チ
で
、
径
〇
・
三
セ
ン
チ
前
４３
後
、
長
さ
〇
・
九
セ
ン
チ
の
笠
鋲
を
密
に
打
っ
て
い
る
。
鋲
の
位
置
・
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
鋲
も
下
部
を
欠
失
す
る
。
こ
の
金
具
は
両
端
部
に
向
か
っ
て
反
っ
て
い
く
。
銹
化
に
よ
り
内
側
の
整
形
は
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
長
さ
四
・
六
セ
ン
チ
、
幅
二
・
九
セ
ン
チ
の
も
の
で
、
鋲
を
密
に
打
っ
て
い
４４
る
。
鋲
は
大
き
い
も
の
で
径
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
下
部
を
欠
く
が
、
鋲
の
位
置
・
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
両
端
部
に
整
形
が
認
め
ら
れ
る
。
　
　
は
長
さ
四
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
・
三
セ
ン
チ
で
、
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
４５
（
現
存
）
〇
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
を
打
っ
て
い
る
。
鋲
の
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
両
端
部
に
は
整
形
が
確
認
で
き
る
。
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一
二
〇
　
　
は
長
さ
二
・
五
セ
ン
チ
、
幅
三
・
六
セ
ン
チ
で
、
径
〇
・
三
セ
ン
チ
、
長
さ
４６
〇
・
六
セ
ン
チ
の
笠
鋲
を
打
っ
て
い
る
。
鋲
は
現
状
で
は
五
本
あ
る
が
、
一
本
の
み
が
完
全
に
残
る
。
内
側
は
一
部
に
木
質
が
付
着
し
て
い
る
。
　
　
は
長
さ
二
・
六
セ
ン
チ
、
幅
二
・
七
セ
ン
チ
で
、
径
〇
・
三
セ
ン
チ
、
長
さ
４７
〇
・
六
セ
ン
チ
の
鋲
を
打
つ
。
一
部
の
鋲
は
下
部
を
欠
失
す
る
が
、
鋲
の
位
置
や
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
内
側
に
は
木
質
が
残
っ
て
い
る
。
　
　
は
長
さ
四
・
三
セ
ン
チ
、
幅
二
・
九
セ
ン
チ
の
飾
金
具
で
、
径
〇
・
三
セ
ン
チ
、
４８
長
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
を
一
本
打
っ
て
い
る
。
内
側
の
ほ
ぼ
一
面
に
木
質
が
遺
存
し
、
端
部
に
は
整
形
が
確
認
で
き
た
。
　
　
は
長
さ
二
・
七
セ
ン
チ
、
幅
二
・
八
セ
ン
チ
で
、
鋲
は
径
〇
・
三
セ
ン
チ
、
長
４９
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鋲
は
二
本
の
み
完
全
に
残
る
が
、
鋲
の
位
置
・
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
内
側
に
は
一
面
に
木
質
が
残
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
金
具
に
は
同
一
個
体
が
含
ま
れ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
不
明
で
あ
る
。
　
　
覆
輪
（　
〜　
）
５０
５２
　
　
・　
・　
は
鉄
地
金
銅
製
鞍
金
具
の
覆
輪
の
断
片
だ
が
、
前
輪
、
後
輪
の
い
ず
５０
５１
５２
れ
の
覆
輪
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
内
側
に
木
質
が
付
着
す
る　　　
 
。
　
　
の
現
存
す
る
長
さ
は
六
・
七
セ
ン
チ
、
幅
は
二
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
内
側
に
５０
は
先
述
の
よ
う
に
、
一
面
木
質
が
付
着
す
る
。
ま
た
、
一
方
の
端
部
に
は
段
を
有
す
る
。　
・　
に
比
べ
て
、
厚
さ
は
段
の
付
近
を
除
い
て
〇
・
二
セ
ン
チ
と
薄
い
。
５１
５２
　
　
は
現
存
す
る
長
さ
五
・
五
セ
ン
チ
、
幅
二
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
外
面
に
革
状
５１
の
有
機
物
の
付
着
が
認
め
ら
れ
る
。
内
側
は
部
分
的
に
木
質
が
付
着
し
て
い
る
。
厚
さ
は
最
大
が
〇
・
七
セ
ン
チ
で
あ
り
、
他
の
二
点
と
比
べ
て
厚
い
。
　
　
の
現
存
す
る
長
さ
は
五
・
三
セ
ン
チ
、
幅
二
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
断
面
が
コ
５２
の
字
形
を
し
て
お
り
、
一
方
の
端
部
に
段
を
有
す
る
。
内
側
に
は
ほ
ぼ
一
面
に
木
質
が
良
好
に
残
っ
て
い
る
。
　
　
鞍
金
具
（　
）
５３
　
　
は
鉄
地
金
銅
張
鞍
金
具
の
破
片
で
あ
る
。
現
存
す
る
長
さ
は
四
・
五
セ
ン
チ
、
５３
幅
三
・
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
で
あ
り
、
打
た
れ
た
鋲
は
七
本
残
っ
て
い
る
。
鋲
は
径
〇
・
二
〜
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鋲
の
大
き
さ
は
様
々
で
あ
る
。
内
側
は
銹
化
が
著
し
い
。
　
　
馬
具
破
片
（　
、　
、　
〜　
）
２６
５４
５７
６９
　
　
、　
、　
か
ら　
の
計
十
五
点
は
鉄
地
金
銅
張
の
馬
具
の
破
片
で
あ
る
が
、
そ
２６
５４
５７
６９
の
種
類
お
よ
び
部
位
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
径
〇
・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
一
本
と
端
部
か
ら
な
る
破
片
２６
で
あ
る
。
現
存
す
る
長
さ
は
縦
二
・
五
セ
ン
チ
、
横
四
・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
内
側
の
整
形
は
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
長
さ
五
・
四
セ
ン
チ
、
幅
六
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
七
セ
ン
チ
前
後
で
あ
５４
る
。
鋲
が
三
本
残
っ
て
お
り
、
鋲
の
径
は
〇
・
六
セ
ン
チ
、
長
さ
一
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
内
外
面
と
も
に
銹
化
が
著
し
く
、
整
形
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
　
　
の
破
片
は
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
、
幅
三
・
六
セ
ン
チ
で
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
５７
前
後
の
端
部
で
あ
る
。
金
銅
が
一
部
遺
存
し
て
い
る
。
端
部
は
段
を
有
す
る
。
銹
化
が
著
し
く
、
内
側
の
整
形
は
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
長
さ
二
・
六
セ
ン
チ
、
幅
二
・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
の
端
５８
部
の
破
片
で
あ
る
。
金
銅
は
ほ
ぼ
剥
落
し
て
お
り
、
内
側
の
整
形
は
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
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一
二
一
　
　
は
長
さ
五
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
・
三
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
の
破
片
で
５９
あ
る
。
径
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
、
長
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
の
鋲
を
二
本
打
っ
て
い
る
。
鋲
は
ど
ち
ら
も
上
部
を
欠
く
。
資
料
に
は
凹
線
が
一
部
残
っ
て
お
り
、
金
銅
も
部
分
的
に
遺
存
す
る
。
内
面
に
つ
い
て
は
、
鋲
の
下
部
付
近
に
布
状
有
機
物
が
付
着
し
て
い
る
。
な
お
、　
は
形
と
鋲
の
位
置
か
ら
、
杏
葉
の
一
部
と
推
測
で
き
る　　　
 
。
５９
　
　
は
長
さ
二
・
三
セ
ン
チ
、
幅
三
・
九
セ
ン
チ
の
端
部
の
破
片
で
、
金
銅
が
一
部
６０
遺
存
す
る
。
端
部
を
整
形
し
て
い
る
が
、
内
面
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
長
さ
二
・
五
セ
ン
チ
、
幅
二
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
端
部
の
整
形
は
明
瞭
で
６１
あ
る
が
、
内
面
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
長
さ
三
・
一
セ
ン
チ
、
幅
二
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
破
片
の
大
部
分
が
破
損
６２
を
受
け
、
金
銅
は
ほ
ぼ
剥
落
し
て
い
る
。
内
面
の
整
形
は
銹
化
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
・
七
セ
ン
チ
の
破
片
で
あ
り
、
一
方
の
端
部
を
６３
除
い
て
大
き
く
破
損
し
て
い
る
。
内
側
の
整
形
は
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
　
　
の
破
片
は
長
さ
二
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
前
６４
後
で
あ
る
。
銹
化
が
著
し
く
、
内
外
面
と
も
に
整
形
は
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
長
さ
三
・
二
セ
ン
チ
、
幅
三
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
四
セ
ン
チ
前
後
の
破
６５
片
で
あ
る
。
金
銅
が
一
部
遺
存
す
る
。
内
面
の
整
形
は
銹
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
　
　
の
破
片
は
長
さ
二
・
七
セ
ン
チ
、
幅
二
・
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
前
６６
後
で
あ
る
。
著
し
い
銹
化
の
た
め
、
内
外
面
と
も
に
整
形
が
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
長
さ
三
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
ン
チ
前
後
の
破
６７
片
で
あ
る
。
金
銅
が
一
部
遺
存
し
て
い
る
が
、
内
面
は
銹
化
が
著
し
い
。
　
　
の
破
片
は
長
さ
二
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
二
セ
ン
チ
前
６８
後
で
あ
る
。
一
箇
所
に
鋲
の
下
部
が
残
る
が
、
外
面
に
は
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
鋲
は
現
状
で
は
長
さ
約
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
内
面
の
銹
化
に
よ
り
整
形
は
不
明
で
あ
る
。
　
　
は
鉄
製
品
の
破
片
で
あ
る
。
現
状
の
法
量
は
長
さ
三
・
一
セ
ン
チ
、
幅
一
・
〇
６９
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
一
連
の
資
料
の
性
質
か
ら
馬
具
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
種
類
・
部
位
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
　
　
小
札
（　
）
７０
　
　
は
小
札
で
あ
り
、
長
さ
三
・
三
セ
ン
チ
、
幅
一
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
三
セ
７０
ン
チ
前
後
の
端
部
片
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
性
質　　　
 
か
ら
、
甲
冑
の
小
札
と
は
考
え
が
た
い
。
馬
甲
の
一
部
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
が
、
断
言
で
き
な
い
。
　
（
２
）
鉄
製
刀
子
（　
〜　
）
７１
７４
　
　
か
ら　
の
資
料
は
鉄
製
刀
子
で
あ
り
、　
は
全
長
十
三
・
九
セ
ン
チ
の
刀
子
で
７１
７４
７１
あ
る
。
刃
部
は
長
さ
一
〇
・
二
セ
ン
チ
、
幅
は
大
が
一
・
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
大
が
〇
・
三
セ
ン
チ
で
あ
り
、
茎
部
は
長
さ
三
・
七
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
銹
化
は
著
し
い
が
、
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
刃
部
に
は
鞘
の
一
部
が
残
っ
て
お
り　　　
 
、
茎
部
に
は
木
質
が
付
着
す
る
。
こ
の
木
質
は
柄
の
一
部
で
あ
る
。
目
釘
孔
は
著
し
い
銹
化
の
た
め
、
裏
側
に
の
み
一
箇
所
確
認
で
き
た
。
刃
側
が
抉
れ
る
片
関
で
あ
る
。
　
　
は
全
長
九
・
二
セ
ン
チ
の
刀
子
で
あ
る
。
刃
部
の
長
さ
は
六
・
八
セ
ン
チ
、
幅
７２
は
大
が
一
・
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
大
が
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
茎
部
は
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
木
質
の
遺
存
か
ら
柄
の
存
在
を
確
認
で
き
る
が
、
鞘
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
目
釘
孔
は
一
箇
所
存
在
す
る
。
刃
側
が
抉
れ
る
片
関
の
刀
子
で
あ
る
。　
の
資
料
に
は　
と
同
じ
種
類
の
ラ
７２
７３
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一
二
二
ベ
ル　　　
 
が
付
い
て
お
り
、「
①
」
と
番
号
を
記
し
て
い
た
。
　
　
は
現
存
す
る
全
長
が
八
・
二
セ
ン
チ
の
刀
子
で
あ
る
。
刃
部
は
長
さ
七
・
一
セ
７３
ン
チ
、
幅
の
大
が
一
・
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
大
が
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
り
、
茎
部
の
現
存
す
る
長
さ
は
一
・
一
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
　
刃
部
に
は
布
状
有
機
物
が
付
着
し
て
お
り
、
布
が
巻
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
柄
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
銹
化
が
著
し
く
、
目
釘
孔
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
刀
子
は
刃
側
が
抉
れ
る
片
関
で
あ
る
。　
に
も
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
お
り
、「
②
」
７３
と
番
号
を
記
し
て
い
た
。
　
　
は
茎
の
長
い
刀
子
で
あ
り
、
現
存
す
る
全
長
は
八
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
刃
部
７４
は
長
さ
（
現
存
）
が
一
・
五
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
大
が
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
り
、
茎
部
は
長
さ
七
・
一
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
〇
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
全
体
的
に
銹
化
が
著
し
く
、
目
釘
孔
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
茎
部
に
木
質
が
遺
存
し
て
お
り
、
柄
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
鞘
は
不
明
で
あ
る
。
三
ま
と
め
　
以
上
、
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
出
土
資
料
に
つ
い
て
、
観
察
し
た
結
果
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
ま
と
め
と
し
た
い
。
　
古
墳
時
代
、
現
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
の
地
は
大
小
様
々
の
古
墳
が
築
か
れ
、
仁
徳
陵
、
履
中
陵
、
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
な
ど
の
巨
大
古
墳
、
陪
冢
と
さ
れ
る
古
墳
、
そ
の
他
の
古
墳
を
含
め
て
現
在
四
六
基
の
古
墳
が
存
在
す
る
。
す
で
に
消
滅
し
た
古
墳
を
含
め
る
と
百
基
を
超
え
た
よ
う
で
あ
る
（
根
岸
競
馬
記
念
公
苑
馬
の
博
物
館　
一
九
八
一
・
堺
市
博
物
館　
一
九
九
六
）。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
「
百
舌
鳥
古
墳
群
」
と
呼
ば
れ
る
。
　
百
舌
鳥
古
墳
群
は
五
世
紀
の
中
頃
、
つ
ま
り
古
墳
が
最
も
巨
大
化
し
た
時
期
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
馬
具
が
出
土
す
る
時
期
で
あ
る
。
初
期
の
馬
具
は
一
般
的
に
金
銅
製
の
鞍
金
具
が
多
く
（
堺
市
博
物
館　
一
九
九
六
）、
五
世
紀
中
葉
ま
で
装
飾
的
要
素
に
乏
し
い
馬
具
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
に
鉄
地
金
銅
張
の
鏡
板
や
杏
葉
を
セ
ッ
ト
に
も
つ
装
飾
性
に
富
ん
だ
馬
具
が
加
わ
っ
た
（
千
賀
一
九
九
一
）。
ま
た
、
馬
具
の
製
作
体
制
が
確
立
し
、
普
及
に
一
時
期
を
画
す
の
は
五
世
紀
半
ば
か
ら
五
世
紀
末
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
（
小
野
山　
一
九
九
二
）
と
い
う
。
　
小
稿
で
紹
介
し
た
馬
具
資
料
も
金
銅
製
が
多
い
。
出
土
地
で
あ
る
古
墳
の
形
成
時
期
と
対
応
さ
せ
る
と
、
お
そ
ら
く
五
世
紀
代
の
古
墳
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る　　　
 
。
　
次
に
、
本
稿
で
紹
介
し
た
関
西
大
学
博
物
館
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
る
。
　
ま
ず
馬
具
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
全
て
が
鉄
地
金
銅
張
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
資
料
も
何
ら
か
の
破
損
を
受
け
て
は
い
る
が
、
一
部
の
資
料
に
布
状
有
機
物
や
木
質
の
付
着
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
比
較
的
良
好
に
遺
存
し
て
い
る
。
馬
具
の
種
類
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
数
を
ま
と
め
る
と
、
銜
一
点
、
雲
珠
五
点
、
飾
金
具
九
点
、
釣
金
具
一
点
、
辻
金
具
二
三
点
、
杏
葉
四
点
、
鐙
七
点
、
覆
輪
三
点
、
鞍
金
具
一
点
、
不
明
破
片　　　
 
十
五
点
、
小
札
一
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
全
て
同
一
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
最
も
数
の
多
い
辻
金
具
を
挙
げ
る
と
、
形
態
や
遺
存
状
態
の
違
い
か
ら
少
な
く
と
も
二
系
統
に
分
か
れ
る
。
雲
珠
も
同
じ
で
あ
る
。
　
全
体
の
資
料
に
お
い
て
も
、
形
態
や
遺
存
状
態
の
違
い
か
ら
二
、
も
し
く
は
三
系
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
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
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一
二
三
統
に
分
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
一
連
の
遺
物
資
料
は
、
二
基
以
上
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
博
物
館
に
納
め
た
と
考
え
る
。
　
一
方
、
鉄
製
刀
子
の
遺
存
状
態
は
、
木
質
や
布
状
有
機
物
が
付
着
す
る
こ
と
か
ら
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
四
点
い
ず
れ
の
資
料
も
、
木
質
や
布
状
有
機
物
の
付
着
か
ら
鞘
お
よ
び
柄
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。
鉄
製
刀
子
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
か
否
か
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
果
た
し
て
馬
具
と
鉄
製
刀
子
が
同
じ
古
墳
か
ら
出
土
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
全
く
不
明
で
あ
る
。
　
本
学
博
物
館
の
所
蔵
品
の
中
核
は
、
元
来
、
本
山
彦
一
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　　　
 
で
あ
っ
た
た
め
、
出
土
地
や
出
土
状
況
、
来
歴
な
ど
が
不
明
な
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
資
料
は
そ
の
ご
く
一
部
の
資
料
で
あ
り
、
出
土
地
や
来
歴
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
資
料
の
観
察
に
よ
っ
て
資
料
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と
に
小
稿
の
目
的
を
置
き
た
い
。
　
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
関
西
大
学
博
物
館
の
山
口
卓
也
氏
よ
り
、
種
々
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
深
謝
の
意
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
﹇
参
考
文
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﹈
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鉄
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古
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日
本
馬
具
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舌
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古
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・
よ
み
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五
世
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』
末
永
雅
雄　
一
九
三
五　
『
本
山
考
古
室
要
録
』　
岡
書
院
千
賀　
久　
一
九
九
一　
「
馬
具
」『
古
墳
時
代
の
研
究
』
八　
　
雄
山
閣
日
本
馬
具
大
鑑
編
集
委
員
会　
一
九
九
二　
『
日
本
馬
具
大
鑑
』
第
一
巻
古
代
上
根
岸
競
馬
記
念
公
苑
馬
の
博
物
館　
一
九
八
一　
『
日
本
古
代
の
馬
文
化
展
』
﹇
註
﹈
①　
後
者
の
資
料
は
前
者
よ
り
も
金
銅
の
剥
落
が
著
し
い
。
ま
た
、
後
者
の
資
料
に
は
布
状
有
機
物
や
木
質
が
良
好
に
残
っ
て
い
る
な
ど
、
両
者
の
資
料
の
遺
存
状
態
は
異
な
っ
て
い
る
。
②　
こ
れ
ら
の
資
料
は
「
伝
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
」・「
大
阪
府
百
舌
鳥
村
」
出
土
と
注
記
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
一
括
し
て
「
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
出
土
資
料
」
と
呼
ぶ
。
③　
馬
具
の
総
数
は
六
九
点
で
あ
る
。
④　
種
類
を
識
別
で
き
な
い
破
片
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
「
馬
具
破
片
」
と
称
し
て
い
る
。
⑤　
木
質
お
よ
び
布
状
有
機
物
の
付
着
は
、
馬
具
に
も
一
部
認
め
ら
れ
た
。
⑥　
本
稿
で
は
布
状
有
機
物
と
し
た
が
、
革
状
有
機
物
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
何
か
を
巻
い
た
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
⑦　
出
土
時
に
注
記
し
た
か
、
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
際
に
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
在
で
は
こ
の
番
号
が
何
を
意
味
す
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
⑧　
雲
珠
は
全
て
内
面
の
銹
化
が
著
し
く
整
形
が
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
２
の
資
料
は
端
部
の
整
形
が
確
認
で
き
た
。
⑨　
ゆ
が
み
を
生
じ
て
い
る
た
め
に
、
変
形
し
た
円
形
と
な
っ
て
い
る
。
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一
二
四
⑩　
上
部
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
鋲
の
径
は
不
明
で
あ
る
。

　
責
金
具
の
痕
跡
は
一
方
の
端
部
に
の
み
残
る
。

　
現
状
で
は
完
全
な
方
形
で
は
な
く
や
や
円
形
に
近
い
形
の
孔
で
あ
る
。
痕
跡
か
ら
、
本
来
は
方
形
の
孔
を
穿
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

　
こ
の
脚
部
と
接
合
で
き
る
辻
金
具
の
半
球
部
ま
た
は
本
体
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
資
料
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
中
央
に
鋲
を
一
本
打
ち
、
大
き
さ
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
全
体
の
作
り
も
類
似
し
た
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

　
　
と
同
様
に
半
球
部
の
厚
い
も
の
が
あ
る
が
、
大
半
の
資
料
の
厚
さ
は
〇
・
三
セ
ン
３３
チ
前
後
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
資
料
の
全
体
の
形
が
、
果
た
し
て
大
阪
府
茨
木
市
南
塚
古
墳
の
杏
葉
と
類
似
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
木
質
の
遺
存
状
況
は
全
て
良
好
で
あ
る
。

　
木
質
は
い
ず
れ
も
良
好
に
遺
存
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
正
確
な
形
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
不
明
破
片
の
一
点
に
含
め
て
い
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
は
大
半
が
馬
具
で
あ
る
。

　
鞘
は
木
製
で
あ
り
、
比
較
的
良
好
な
遺
存
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
ラ
ベ
ル
は
出
土
時
に
記
し
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
も
、
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
際
に
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
全
て
の
資
料
が
五
世
紀
代
の
も
の
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
資
料
の
内
容
・
作
り
を
見
る
と
、
五
世
紀
代
の
遺
物
資
料
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
。

　
小
稿
で
「
馬
具
破
片
」
と
し
た
資
料
で
あ
る
。

　
関
西
大
学
博
物
館
の
所
蔵
資
料
の
多
く
は
、『
本
山
考
古
室
要
録
』（
末
永　
一
九
三
五
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
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一
二
六
第１図　大阪府堺市百舌鳥出土資料実測図
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一
二
七
第２図　大阪府堺市百舌鳥出土資料実測図
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一
二
八
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